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(57)【要約】
【課題】組み立て時や折り畳み収納時に、ワンタッチで
底板部を側部に係止保持したり、この係止保持状態を解
除したりすることができる画期的な折り畳み式運搬台車
を提供することを目的とする。
【解決手段】折り畳み式運搬台車において、バネ付勢に
より突没動する突没係止部６と、この突没係止部６と係
合係止する係止受部７とを備え、底板部１を伏回動させ
て自重若しくは手で押してこの伏回動方向に押圧するこ
とで、突没係止部６と係止受部７とが凹凸係合により係
止して、この底板部１を左右の側部３に水平状態に係止
保持するように構成し、底板部１を手で引き上げること
で、突没係止部６が係止受部７から離脱して、底板部１
の係止保持状態が解除され起立回動し得るように構成し
た折り畳み式運搬台車。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　運搬物を載置する合成樹脂製の底板部と、この底板部を囲むように立設した背部及び左
右の側部とで構成される囲み部とから成り、前記底板部を前記背部側の基端部を支点にし
て起伏回動自在に設けると共に、前記囲み部の前記左右の側部の少なくとも一方を前記背
部との連設部を支点にして折り畳み回動自在に設けて、折り畳み収納自在に構成した折り
畳み式運搬台車において、バネ付勢により突出し、このバネ付勢に抗して押圧されること
により没動する先端突没動部を突没動自在に先端部に設けた突没係止部と、この突没係止
部の先端突没動部と係合係止する受部を有する係止受部とを備え、前記底板部を伏回動さ
せて自重若しくは手で押してこの伏回動方向に押圧することで、前記突没係止部の先端突
没動部と前記係止受部の受部とが凹凸係合により係止して、この底板部を前記左右の側部
に水平状態に係止保持するように構成し、前記底板部を手で引き上げることで、前記突没
係止部の先端突没動部が前記係止受部の受部から離脱して、前記底板部の係止保持状態が
解除され起立回動し得るように構成し、前記突没係止部と前記係止受部の一方を前記底板
部の先端側の左右側端部の二か所に設け、他方を前記左右の側部の夫々に設けた車輪垂設
部上に設けたことを特徴とする折り畳み式運搬台車。
【請求項２】
　前記底板部の先端側の左右側端部の二か所に夫々前記突没係止部を設け、前記左右の側
部の夫々に設けた車輪垂設部上に前記係止受部を設けると共に、前記突没係止部の先端突
没動部をピン状に形成し、この先端突没動部と係合する受部を凹部に形成したことを特徴
とする請求項１記載の折り畳み式運搬台車。
【請求項３】
　前記底板部は、外周面にこの底板部の板厚よりも径小で且つ前記底板部の一端側から他
端側に横断する寸法を有する補強パイプを水平挿入し得る長尺挿入孔を形成すると共に、
この長尺挿入孔の開口部を閉口する閉口キャップを設けた構成とし、前記長尺挿入孔に前
記補強パイプを挿入配設し、この補強パイプを挿入配設した前記長尺挿入孔の開口部を前
記閉口キャップで閉口して、前記補強パイプを前記底板部に取り付けたことを特徴とする
請求項１，２のいずれか１項に記載の折り畳み式運搬台車。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、運搬物を運搬する際に用いる折り畳み式運搬台車に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、収納時に場所を取らずに収納できるように折り畳み収納可能に構成した折り畳み
式運搬台車が提案されている。
【０００３】
　この種の折り畳み式運搬台車は、一般的には、運搬物を載置する底板部を背部側に折り
畳み収納自在に設けると共に、左右の側部の一方又は双方を背部側に折り畳み収納自在に
設けて折り畳み収納自在に構成して、不使用時に倉庫などに収納する際、底板部と側部を
折り畳んでＬ字状又は平板状の収納状態にして、重ね合わせ収納可能に構成している。
【０００４】
　また、この折り畳み式運搬台車は、収納時の折り畳み作業や、再使用時の組み立て作業
の際、より簡易な作業で折り畳んだり組み立てたりできるよう、折り畳み収納する底板部
において、様々な係止構造が提案されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、このような折り畳み式運搬台車において、組み立て時や折り畳み収納時に、
ワンタッチで底板部を側部に係止保持したり、この係止保持状態を解除したりすることが
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でき、極めて容易で且つスピーディに組み立て作業や折り畳み収納作業を行うことができ
る画期的な折り畳み式運搬台車を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　添付図面を参照して本発明の要旨を説明する。
【０００７】
　運搬物を載置する合成樹脂製の底板部１と、この底板部１を囲むように立設した背部２
及び左右の側部３とで構成される囲み部４とから成り、前記底板部１を前記背部２側の基
端部を支点にして起伏回動自在に設けると共に、前記囲み部４の前記左右の側部３の少な
くとも一方を前記背部２との連設部５を支点にして折り畳み回動自在に設けて、折り畳み
収納自在に構成した折り畳み式運搬台車において、バネ付勢により突出し、このバネ付勢
に抗して押圧されることにより没動する先端突没動部６Ａを突没動自在に先端部に設けた
突没係止部６と、この突没係止部６の先端突没動部６Ａと係合係止する受部７Ａを有する
係止受部７とを備え、前記底板部１を伏回動させて自重若しくは手で押してこの伏回動方
向に押圧することで、前記突没係止部６の先端突没動部６Ａと前記係止受部７の受部７Ａ
とが凹凸係合により係止して、この底板部１を前記左右の側部３に水平状態に係止保持す
るように構成し、前記底板部１を手で引き上げることで、前記突没係止部６の先端突没動
部６Ａが前記係止受部７の受部７Ａから離脱して、前記底板部１の係止保持状態が解除さ
れ起立回動し得るように構成し、前記突没係止部６と前記係止受部７の一方を前記底板部
１の先端側の左右側端部の二か所に設け、他方を前記左右の側部３の夫々に設けた車輪垂
設部８上に設けたことを特徴とする折り畳み式運搬台車に係るものである。
【０００８】
　また、前記底板部１の先端側の左右側端部の二か所に夫々前記突没係止部６を設け、前
記左右の側部３の夫々に設けた車輪垂設部８上に前記係止受部７を設けると共に、前記突
没係止部６の先端突没動部６Ａをピン状に形成し、この先端突没動部６Ａと係合する受部
７Ａを凹部７Ａに形成したことを特徴とする請求項１記載の折り畳み式運搬台車に係るも
のである。
【０００９】
　また、前記底板部１は、外周面にこの底板部１の板厚よりも径小で且つ前記底板部１の
一端側から他端側に横断する寸法を有する補強パイプ９を水平挿入し得る長尺挿入孔10を
形成すると共に、この長尺挿入孔10の開口部を閉口する閉口キャップ11を設けた構成とし
、前記長尺挿入孔10に前記補強パイプ９を挿入配設し、この補強パイプ９を挿入配設した
前記長尺挿入孔10の開口部を前記閉口キャップ11で閉口して、前記補強パイプ９を前記底
板部１に取り付けたことを特徴とする請求項１，２のいずれか１項に記載の折り畳み式運
搬台車に係るものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明は上述のように構成したから、組み立て時や折り畳み収納時に、ワンタッチで底
板部を側部に係止保持したり、この係止保持状態を解除したりすることができ、極めて容
易で且つスピーディに組み立て作業や折り畳み収納作業を行うことができる画期的な折り
畳み式運搬台車となる。
【００１１】
　しかも、本発明は、底板部の先端側の左右両端部が夫々、突没係止部と係止受部との係
合係止によって左右の側部に係止保持されるので、組み立てた際は、底板部を安定状態で
側部に係止保持することができ、また、折り畳み収納するためにこの係止保持状態を解除
する際は、底板部先端側の中央部付近を持って上方に引き上げるだけで、容易に左右の係
止状態を同時に解除することができる実用性且つ作業性に優れた折り畳み式運搬台車とな
る。
【００１２】
　また、請求項２記載の発明においては、より一層スムーズに突没係止部と係止受部との
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係合係止が成され、より容易に折り畳み作業や組み立て作業を行うことができる実用性に
優れた折り畳み式運搬台車となる。
【００１３】
　また、請求項３記載の発明においては、底板部の耐荷重強度が格段に向上し、より重量
のある運搬物を載置・運搬することができ、しかも、この補強パイプを極めて容易に取り
付けることができる実用性に優れた折り畳み式運搬台車となる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本実施例を示す斜視図である。
【図２】本実施例の底板部を折り畳み収納した状態を示す説明斜視図である。
【図３】本実施例を示す平面図である。
【図４】本実施例の突没係止部及び係止受部を示す説明平面図である。
【図５】本実施例の突没係止部及び係止受部を示す説明側断面図である。
【図６】本実施例の長尺挿入孔及び閉口キャップを示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　好適と考える本発明の実施形態を、図面に基づいて本発明の作用を示して簡単に説明す
る。
【００１６】
　組み立て時に、底板部１を水平状態に展開するために、折り畳み収納状態、即ち起立状
態の底板部１の先端部を手前側に引き下げるようにしてこの底板部１を伏回動し、この底
板部１が水平状態に近づいたら、この底板部１が水平状態になるまで、この底板部１を手
で押して伏回動方向となる下方側に押圧すると、この底板部１又は側部３の車輪垂設部８
上の一方に設けた突没係止部６の先端突没動部６Ａが、他方に設けた係止受部７の受部７
Ａにより相対的に押圧されてバネ付勢に抗して没動しながら底板部１が水平状態となる係
止受部７の受部７Ａと凹凸係合し得る位置まで押し込まれ、この凹凸係合位置において、
係止受部７からの押圧状態が解除され、再び、バネ付勢により突没係止部６の先端突没動
部６Ａが突出して、この突没係止部６の先端突没動部６Ａと係止受部７の受部７Ａとが凹
凸係止し、この突没係止部６と係止受部７との凹凸係止により、底板部１は水平状態で左
右の側部３に係止保持される。
【００１７】
　また、収納時に、底板部１を起立状態に折り畳み収納するために、水平状態で側部３に
係止保持している底板部１の先端部の中央付近を持って手で引き上げると、この底板部１
又は側部３の車輪垂設部８上の一方に設けた突没係止部６の先端突没動部６Ａが他方に設
けた係止受部７の受部７Ａにより相対的に押圧されてバネ付勢に抗して没動して、この係
止受部７の受部７Ａから突没係止部６の先端突没動部６Ａが離脱し、この先端突没動部６
Ａの離脱によって突没係止部６と係止受部７との凹凸係止が解除されることにより、底板
部１の側部３に対する係止保持が解除される。
【００１８】
　このように、本発明は、組み立て時や折り畳み収納時に、底板部１を手で押し込んだり
、手で引き上げるだけのワンタッチ操作により、底板部１を側部３に係止保持したり、こ
の係止保持状態を解除したりすることができ、極めて容易で且つスピーディに組み立て作
業や折り畳み収納作業を行うことができる画期的な折り畳み式運搬台車となる。
【００１９】
　しかも、本発明は、底板部１の先端側の左右両端部が、夫々、左右の側部３に係止保持
されるので、組み立てた際は、底板部１を安定状態で側部３に係止保持することができ、
また、折り畳み収納するためにこの係止保持状態を解除する際は、底板部１先端側の中央
部付近を持って上方に引き上げることで、容易に左右の係止状態を同時に解除することが
できる実用性且つ作業性に優れた画期的な折り畳み式運搬台車となる。
【実施例】



(5) JP 2014-166829 A 2014.9.11

10

20

30

40

50

【００２０】
　本発明の具体的な実施例について図面に基づいて説明する。
【００２１】
　本実施例は、運搬物を載置する合成樹脂製の底板部１と、この底板部１を囲むように立
設した背部２及び左右の側部３とで構成される囲み部４とから成り、底板部１を背部２側
の基端部を支点にして起伏回動自在に設けると共に、囲み部４の左右の側部３の少なくと
も一方を背部２との連設部５を支点にして折り畳み回動自在に設けて、折り畳み収納自在
に構成した折り畳み式運搬台車である。
【００２２】
　具体的には、バネ付勢により突出し、このバネ付勢に抗して押圧されることにより没動
する先端突没動部６Ａを突没動自在に先端部に設けた突没係止部６と、この突没係止部６
の先端突没動部６Ａと係合係止する受部７Ａを有する係止受部７とを備え、底板部１を伏
回動させて手で押して、この伏回動方向に押圧することで、突没係止部６の先端突没動部
６Ａと係止受部７の受部７Ａとが凹凸係合により係止して、この底板部１を左右の側部３
に水平状態に係止保持するように構成し、底板部１を手で引き上げることで、突没係止部
６の先端突没動部６Ａが係止受部７の受部７Ａから離脱して、底板部１の係止保持状態が
解除され起立回動し得るように構成し、突没係止部６と係止受部７の一方を底板部１の先
端側の左右側端部の二か所に設け、他方を前記左右の側部３の夫々に設けた車輪垂設部８
上に設けた構成とし、より具体的には、底板部１の先端側の左右側端部の二か所に夫々突
没係止部６を設け、左右の側部３の夫々に設けた車輪垂設部８上に係止受部７を設けると
共に、突没係止部６の先端突没動部６Ａをピン状に形成し、この先端突没動部６Ａと係合
する受部７Ａを凹部に形成した構成としている。
【００２３】
　以下、本実施例に係る構成各部について詳細に説明する。
【００２４】
　本実施例の底板部１は、合成樹脂製の板材を平面視矩形に形成し、基端部（背部２側）
の左右二か所に枢着部12を設け、この枢着部12を背部２に枢着して、起伏回動自在に設け
て、折り畳み収納自在に設けた構成とし、また、この折り畳み収納時の起立状態を保持す
る係止片13を左右側端部に設けると共に、折り畳み収納状態から伏回動して水平状態にし
た際に、この底板部１を側部３に係止保持する突没係止部６を設けた構成としている。
【００２５】
　より具体的に説明すると、この突没係止部６は、底板部１の先端側の左右側端部、具体
的には、組み立てた際に、この底板部１の左右に位置する側部３の夫々に設けられた車輪
垂設部８上に位置する先端側裏面の左右側端部の二か所に設けた構成としており、また、
この突没係止部６は、バネ付勢により突出し、このバネ付勢に抗して押圧されることによ
り没動する先端突没動部６Ａを突没動自在に先端部に設けた構成としている。
【００２６】
　この突没係止部６の先端突没動部６Ａは、具体的には、先端部が丸みを帯びた先細り形
状のピン状に形成し、後述する係止受部７に押圧状態で摺動する際、この係止受部７表面
上を引っ掛かりなく滑らかに摺動するように構成している。
【００２７】
　また、この底板部１は、載置面１Ａの外周部を除く部分に表裏方向に貫通する多数の貫
通孔を形成してこの載置面１Ａを網状に形成した構成とし、また、この網状に形成した底
板部１を補強するため、外周面にこの底板部１の板厚よりも径小で且つこの底板部１の一
端側から他端側、具体的には左右幅方向に横断する寸法を有する補強パイプ９を水平挿入
し得る長尺挿入孔10を形成すると共に、この長尺挿入孔10の開口部を閉口する閉口キャッ
プ11を設け（本実施例では、二つの長尺挿入孔10を前後方向に並設した構成）、この長尺
挿入孔10に補強パイプ９を挿入配設し、この補強パイプ９を挿入配設した夫々の長尺挿入
孔10の開口部を閉口キャップ11で閉口して、この補強パイプ９を底板部１に取り付けた構
成としている。
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【００２８】
　また、本実施例は、組み立てた際、即ち、使用状態においては、この底板部１がコ字状
に形成した囲み部４によって、底板部１の基端側となる背面側と左右両側を囲まれるよう
に構成している。
【００２９】
　具体的には、この囲み部４は、底板部１の基端側に配設される背部２と、底板部１の左
右両側に配設される側部３とで構成し、側部３は、背部２に対して開閉回動自在に設けて
、折り畳み収納自在に設けた構成としている。
【００３０】
　より具体的に説明すると、背部２は、金属板で形成した基台部２Ａ上にコ字状に形成し
た金属パイプ製の枠体２Ｂを立設し、この枠体２Ｂ内に縦杆材及び横杆材を適宜な間隔を
おいて架設して格子状に形成した構成としている。
【００３１】
　また、この背部２は、基台部２Ａの左右両端部に車輪14を垂下状態に取り付ける板状の
車輪垂設部８を内方（先端側）に向けて水平状態に突設すると共に、底板部１の夫々の枢
着部12と係合する回動軸部15を設けた構成としている。
【００３２】
　また、側部３は、背部２と同様に、金属板で形成した基台部３Ａ上にコ字状に形成した
金属パイプ製の枠体３Ｂを立設し、この枠体３Ｂ内に縦杆材及び横杆材を適宜な間隔をお
いて架設して格子状に形成した構成とし、連設部５を介して背部２に開閉回動自在に連設
した構成としている。
【００３３】
　また、左右の側部３は、夫々の基台部３Ａの先端部に車輪14を垂下状態に取り付ける板
状の車輪垂設部８を内方に向けて水平状態に突設すると共に、この車輪垂設部８上に底板
部１に設けた突没係止部６と係合係止する係止受部７を設けた構成としている。
【００３４】
　この係止受部７は、突没係止部６の先端突没動部６Ａが嵌入係止する受部７Ａを設けた
構成とし、本実施例では、この受部７Ａを凹部７Ａに形成した構成としている。
【００３５】
　より具体的に説明すると、係止受部７は、凹部７Ａを、この係止受部７の基端側周面の
中央部付近に設けた構成とし、また、この凹部７Ａよりも上方側の基端側周面に、突没係
止部６の先端突没動部６Ａを凹部７Ａに誘い込み案内する滑らかな湾曲状下がり傾斜面７
Ｂに形成した構成とし、この係止受部７を側方から見た際、この湾曲状下がり傾斜面７Ｂ
と凹部７Ａの内面とで滑らかなＳ字状を形成するように構成している。
【００３６】
　尚、本実施例では、左側の側部３を、背部２と直交状態に配設した状態で、背部２にボ
ルト固定し、右側の側部３のみを背部２に対して折り畳み収納自在に設けた構成とし、収
納時は、全体視Ｌ字状の折り畳み収納状態となる構成としている。
【００３７】
　本実施例は、以上のように構成したので、以下のような作用・効果を発揮する。
【００３８】
　折り畳み収納状態の本実施例を展開して使用状態に組み立てる際は、先ず、折り畳み収
納した右側の側部３を開き回動して囲み部４をコ字状に形成する。
【００３９】
　次に、背部２に重なるようにして起立状態に折り畳み収納した底板部１の手前側を引き
下げるようにしてこの底板部１を伏回動し、この底板部１が水平状態に近づいたら、この
底板部１が水平状態になるまで、この底板部１を手で押して伏回動方向となる下方側に押
圧する。
【００４０】
　この底板部１を押圧することにより、底板部１の先端側の左右両端部に設けた突没係止
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部６の先端突没動部６Ａが、左右夫々の側部３に設けた係止受部７の受部７Ａの湾曲状下
がり傾斜面７Ｂに当接すると共に、この湾曲状下がり傾斜面７Ｂにより相対的に押圧され
、この湾曲状下がり傾斜面７Ｂからの押圧によって突没係止部６の先端突没動部６Ａがバ
ネ付勢に抗して没動することで突没係止部６が係止受部７に引っ掛かり係止することなく
底板部１が下方側に押し込み移動可能となり、底板部１が水平状態となった際、言い換え
ると、先端突没動部６Ａが湾曲状下がり傾斜面７Ｂを摺動して底板部１が水平状態となる
係止受部７の凹部７Ａと係合する位置に到達した際、突没係止部６の先端突没動部６Ａに
対して係止受部７の相対的押圧が解除され、没動した先端突没動部６Ａが再びバネ付勢に
よって突出して、この突没係止部６の先端突没動部６Ａと係止受部７の凹部７Ａとが凹凸
係止し、この突没係止部６と係止受部７との凹凸係止により、底板部１は水平状態で左右
の側部３に係止保持された状態となり、組み立てが完了する。
【００４１】
　このように、本実施例は、底板部１をワンタッチで側部３に水平状態に係止保持するこ
とができ、これにより、折り畳み収納状態から使用状態に組み立てる組み立て作業は、右
側の側部３を開き回動する作業と、底板部１を伏回動して手で押圧する作業の、僅か二作
業で完了し、また、これらの作業は極めて容易な作業であり、よって、本実施例は、極め
て容易で且つスピーディに組み立て作業を行うことができる画期的な折り畳み式運搬台車
となる。
【００４２】
　尚、本実施例では、底板部１を手で下方側に押圧することで、底板部１に設けた突没係
止部６が側部３に設けた係止受部７に係合係止する構成としたが、例えば、底板部１を手
で押圧しなくても、この底板部１の自重によって底板部１に設けた突没係止部６が側部３
に設けた係止受部７に係合係止する構成としても良い。
【００４３】
　また、使用状態から折り畳み収納状態にする際は、上述した組立作業の逆の手順で行え
ばよい。即ち、先ず、水平状態で側部３に係止保持している底板部１の先端部の中央付近
を持って手で引き上げる。
【００４４】
　この底板部１の引き上げにより、突没係止部６の先端突没動部６Ａが係止受部７の凹部
７Ａの内面により相対的に押圧されてバネ付勢に抗して没動して、この係止受部７の凹部
７Ａから突没係止部６の先端突没動部６Ａが離脱し、この先端突没動部６Ａの離脱によっ
て突没係止部６と係止受部７との凹凸係止が解除されることにより、底板部１の側部３に
対する係止保持が解除されるので、そのまま手で引き上げて起立回動して起立状態付近で
背部２側に手で押し込むと、底板部１の左右端部に設けた係止片13が夫々左右の側部３に
係止し起立状態の折り畳み状態に保持される。
【００４５】
　次いで、右側の側部３を閉じ回動して折り畳み収納することで、折り畳み作業が完了す
る。
【００４６】
　このように、折り畳み収納作業においても、組み立て作業と同様に、僅か二作業で完了
する。
【００４７】
　また、本実施例は、底板部１の先端側の左右両端部が、夫々、左右の側部３に係止保持
されるので、組み立てた際は、底板部１を安定状態で側部３に係止保持することができ、
また、折り畳み収納するためにこの係止保持状態を解除する際は、底板部１先端側の中央
部付近を持って上方に引き上げることで、容易に左右の係止状態を同時に解除することが
でき、更に、本実施例は、突没動する突没係止部６を可動側となる底板部１に設けたこと
により、係止受部７に対する突没係止部６の摺動がより円滑になって、より一層作業性が
向上した実用性に優れた画期的な折り畳み式運搬台車となる。
【００４８】
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　また、本実施例は、底板部１の外周面に、この底板部１の板厚よりも径小で且つ底板部
１の幅方向の一端側から他端側に横断する寸法を有する補強パイプ９を水平挿入し得る長
尺挿入孔10を形成すると共に、この長尺挿入孔10の開口部を閉口する閉口キャップ11を設
け、この長尺挿入孔10に補強パイプ９を挿入配設し、この補強パイプ９を挿入配設した長
尺挿入孔10の開口部を閉口キャップ11で閉口して、補強パイプ９を底板部１に取り付けた
ので、合成樹脂製の底板部１の網状に形成した載置面１Ａの耐荷重強度が格段に向上し、
より重量のある運搬物を載置・運搬することができ、しかも、この補強パイプ９を極めて
容易に取り付けることができる実用性に優れた折り畳み式運搬台車となる。
【００４９】
　尚、本発明は、本実施例に限られるものではなく、各構成要件の具体的構成は適宜設計
し得るものである。
【符号の説明】
【００５０】
　１　底板部
　２　背部
　３　側部
　４　囲み部
　５　連設部
　６　突没係止部
　６Ａ　先端突没動部
　７　係止受部
　７Ａ　受部，凹部
　８　車輪垂設部
　９　補強パイプ
　10　長尺挿入孔
　11　閉口キャップ
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